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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 32,632 － 491 △39.8 530 △39.8 374 △34.0

2021年３月期第３四半期 31,514 － 817 － 880 － 567 －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 198 51 192 16

2021年３月期第３四半期 353 60 －

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、2022年３月期第３四半期に係る売上高については、当該会計基準等を適用した後の数値

となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

　 ２．2022年３月期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当社は2021年４

月８日に東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場したため、新規上場日から当会計期間末までの平

均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

　 ３．2021年３月期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在

するものの、当社株式は非上場であったために期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 15,537 3,189 20.5

2021年３月期 14,316 2,337 16.3

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 3,188 百万円 2021年３月期 2,335 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － － － 24 00 24 00

2022年３月期 － 19 00 －

2022年３月期(予想) 18 00 37 00

(注) １．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　 ２．2022年３月期第２四半期末配当の内訳 普通配当17円00銭 上場記念配当２円00銭

　



３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,993 3.6 500 △37.5 539 △37.0 377 △28.0 199 37

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 1,903,600 株 2021年３月期 1,605,000 株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ － 株 2021年３月期 － 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 1,887,743 株 2021年３月期３Ｑ 1,605,000 株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想の将来に関する記述は、業績に与える不確実な要因に係る仮定及び本日現在における入手可能な情報を

前提としており、実際の業績等は様々な要因等で大きく異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、「収益

認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第

１四半期会計期間の期首から適用しております。そのため、当第３四半期累計期間の売上高は、当該会計基準

等を適用した後の数値となっております。当該会計基準の影響がある売上高については、対前年同四半期増減

率は記載しておりません。

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、前年度から続く新型コロナウイルス感染症の影響を受けて

おります。ワクチン接種は進み、緊急事態宣言が解除され、日常が戻りつつありますが、新たな変異株等の影

響もあり、先行きの見通せない不透明な状態が続いております。

当社が身を置く食品流通業及びスーパーマーケット業につきましては、前年の新型コロナウイルス感染症拡

大によるいわゆる巣ごもり需要が一巡しましたが、外出自粛や新しい生活様式の定着により食料品の需要は底

堅く推移しました。しかし、業種の垣根を越えた競争の激化や個人消費の低迷により、厳しい経営環境となっ

ております。このような情勢のなか、当社は食を通じた社会貢献を目標に、取引先との関係強化を図るととも

に、効率的な物流網の構築や、地域密着型の店舗運営を推進、食料品等の安定供給に努めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高32,632百万円、営業利益491百万円（前年同四半

期比39.8％減少）、経常利益530百万円（前年同四半期比39.8％減少）、四半期純利益374百万円（前年同四半

期比34.0％減少）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は307百万円減少しており

ます。

　各セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

ａ.フローズン事業

フローズン事業につきましては、夏場の記録的な大雨や長雨、低気温等の天候不順の影響や前年の新型コロ

ナウイルス感染症拡大による巣ごもり需要の反動があったものの、冷凍食品の市場の拡大や得意先の新規出店

等により、売上高26,058百万円（前年同四半期比7.1％増加）、セグメント利益434百万円（前年同四半期比

21.4％減少）となりました。

ｂ.スーパーマーケット事業

スーパーマーケット事業につきましては、感染防止対策を講じたうえで「駅弁大会」等の催事を行い、集客

に注力してまいりましたが、前年の新型コロナウイルス感染症拡大による巣ごもり需要の反動や年末の帰省者

の増加等の影響により、売上高6,573百万円、セグメント利益57百万円（前年同四半期比78.3％減少）となり

ました。なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は307万円減少しております。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べて、1,220百万円増加し、15,537百万円となりまし

た。これは主に、フローズン事業の売上の増加に伴い受取手形及び売掛金が729百万円増加したことに加えて、

上場に伴う新株発行により現金及び預金が673百万円増加したこと等によるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べて、368百万円増加し、12,347百万円となりまし

た。これは主に、短期借入金が300百万円、未払法人税等が256百万円、未払金249百万円減少したものの、フ

ローズン事業の仕入の増加に伴い支払手形及び買掛金が1,310百万円増加したこと等によるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べて、852百万円増加し、3,189百万円となりまし

た。これは主に上場に伴う新株発行等により資本金が274百万円、資本剰余金が274百万円増加したことに加え

て、利益剰余金が300百万円増加したこと等によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績は、計画どおりに推移しております。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,733,076 2,406,930

受取手形及び売掛金 3,456,788 4,186,188

商品 546,938 854,744

未収入金 1,955,821 1,759,949

その他 22,261 15,380

貸倒引当金 △621 △1,153

流動資産合計 7,714,265 9,222,040

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,205,477 2,119,303

機械及び装置（純額） 176,884 151,581

車両運搬具（純額） 203,313 120,880

工具、器具及び備品（純額） 94,424 72,876

土地 2,514,966 2,514,966

その他（純額） 65,253 60,104

有形固定資産合計 5,260,320 5,039,712

無形固定資産

ソフトウエア 36,705 24,294

その他 3,794 7,215

無形固定資産合計 40,500 31,509

投資その他の資産

投資有価証券 24,470 29,950

繰延税金資産 417,005 415,358

保険積立金 105,058 56,611

差入保証金 721,100 720,792

その他 35,931 21,098

貸倒引当金 △2,446 ―

投資その他の資産合計 1,301,119 1,243,810

固定資産合計 6,601,939 6,315,033

資産合計 14,316,205 15,537,073
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,505,370 6,816,305

短期借入金 1,250,000 950,000

1年内返済予定の長期借入金 438,526 436,211

未払金 657,572 407,901

未払費用 405,516 446,258

未払法人税等 262,064 5,595

未払消費税等 132,715 73,459

賞与引当金 126,446 34,485

店舗閉鎖損失引当金 ― 38,800

その他 31,068 86,912

流動負債合計 8,809,278 9,295,929

固定負債

長期借入金 2,312,143 2,160,043

長期未払金 155,100 155,100

退職給付引当金 566,947 604,051

資産除去債務 75,110 75,204

その他 60,331 57,137

固定負債合計 3,169,631 3,051,536

負債合計 11,978,910 12,347,465

純資産の部

株主資本

資本金 75,000 349,227

資本剰余金 ― 274,227

利益剰余金 2,249,937 2,549,976

株主資本合計 2,324,937 3,173,430

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,766 14,600

評価・換算差額等合計 10,766 14,600

新株予約権 1,590 1,577

純資産合計 2,337,294 3,189,607

負債純資産合計 14,316,205 15,537,073
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 31,514,514 32,632,032

売上原価 25,746,685 26,725,694

売上総利益 5,767,828 5,906,337

販売費及び一般管理費 4,950,562 5,414,514

営業利益 817,265 491,823

営業外収益

受取利息及び配当金 5,304 5,820

不動産賃貸料 39,496 38,525

補助金収入 27,950 ―

雑収入 18,836 22,521

その他 5,109 4,192

営業外収益合計 96,696 71,060

営業外費用

支払利息 19,047 15,139

不動産賃貸費用 11,238 13,593

その他 2,690 3,997

営業外費用合計 32,976 32,730

経常利益 880,986 530,152

特別利益

保険解約返戻金 ― 44,738

特別利益合計 ― 44,738

特別損失

店舗閉鎖損失引当金繰入額 ― 38,800

特別損失合計 ― 38,800

税引前四半期純利益 880,986 536,091

法人税等 313,450 161,363

四半期純利益 567,535 374,727
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年４月８日に東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場いたしました。上場にあたり、2021

年４月７日を払込期日とする公募増資による新株式217,500株の発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ

200,100千円増加しております。また、2021年５月７日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメン

トによる売出しに関連した第三者割当増資）による新株式79,900株の発行により、資本金及び資本準備金がそれ

ぞれ73,508千円増加しております。この結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が349,227千円、資本剰

余金が274,227千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

を第１四半期会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、スーパーマーケット事業における一部のテナントにおける収益について、従来は、顧客から受け取

る対価の総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該

当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識することとし

ております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期累計期間の売上高及び売上原価が307,745千円それぞれ減少しております。また、利益

剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表への影響はありま

せん。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)３フローズン事業
スーパー

マーケット事業
計

売上高

外部顧客への売上高 24,335,831 7,178,682 31,514,514 － 31,514,514

セグメント間の内部
売上高又は振替高

178,924 － 178,924 △178,924 －

計 24,514,756 7,178,682 31,693,438 △178,924 31,514,514

セグメント利益（注）２ 552,504 264,761 817,265 － 817,265

(注)１．セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△178,924千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社費用を含んでおりま

す。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ．当第３四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)３フローズン事業
スーパー

マーケット事業
計

売上高

外部顧客への売上高 26,058,051 6,573,980 32,632,032 － 32,632,032

セグメント間の内部
売上高又は振替高

171,287 － 171,287 △171,287 －

計 26,229,339 6,573,980 32,803,319 △171,287 32,632,032

セグメント利益（注）２ 434,396 57,426 491,823 － 491,823

(注)１．セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△171,287千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益には適当な配分基準によって、各報告セグメントに配分された全社費用を含んでおりま

す。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更しております。なお、当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期

会計期間のスーパーマーケット事業の売上高は307,745千円減少しておりますが、セグメント利益への影響

はありません。

　


